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令
和
５
年
度
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
26
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
の
18
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
、
各
種
特
別
会
計
決
算
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
の
認
定
、
令
和
５
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
な

ら
び
に
改
正
、
な
ど
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置
を
含
め
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
11
人
の
議
員
か
ら
市
政
を
問
う
21
件
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発

な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令和４年度 決算
誰一人取り残すことのない教育の実現

観光物産振興対策事業
　　　………………………1,110万円
　仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会主催イベン
トなど、様々な機会を活用して、市公式キャラクター
のブルベリッ娘とブルピヨのPR、地場産品の販売促
進・開発を行いました。

（仮称）テレワークセンター整備事業
　　　………………………5,069万円
　かつて宿場の要衝であった「荷宿」の建物を改修し、
テレワークおよび地域交流の拠点としてシェアオフィ
ス「富谷市ビジネス交流ベース」を整備しました。

不登校特例校西成田教室運営・維持管理事業
教育支援センター運営事業
　　　…………………………………………… 2,390万円
　令和４年４月に開設した富谷中学校西成田教室では、独自カリキュラムで効
果的な指導に取り組みました。卒業生は全員進学しました。教育支援センター
では、学校生活に困難を抱える児童生徒に対して、学校復帰などへの支援を
行っています。
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○  側溝整備事業　
  1億6,333万円

　側溝の有蓋化によって排水機能改善と歩行者の安
全確保につなげました。

● ● ● その他主なつかいみち ● ● ●

○  一般廃棄物収集運搬処理事業
　  2億6,176万円

　効率的に収集・運搬を行い、廃棄物の適正処理に
努めました。

○  住民検診事業　
  1億5,381万円

　受診機会の確保と受診しやすい環境整備に努めま
した。

○  子ども医療費助成事業 
2億6,626万円

　令和５年10月より、子ども医療費の完全無償化
を実施しました。

乳児見守りおむつ等お届け便事業
　　　…………………………303万円
　子育て世帯の精神的・経済的負担軽減を図り、県内
初の取り組みとして、おむつ等の支給を実施しました。

認可保育所運営事業
　　　……………… 13億8,418万円
　４年連続待機児童ゼロを達成しました。安全・安心
な保育所運営を行うとともに、臨時特例補助金を活用
し、更なる保育士の就労環境の充実に努めました。

地域生活支援事業…………4,409万円
障がい者就労支援事業……3,016万円
　障がい者（児）が自立した日常生活が送れるよう、地
域の特性や利用者の状況に応じた福祉サービスの提供
を行いました。
　また、障がい者就労施設等の受注増大につながる取
組も行っています。

ゼロカーボンシティ推進事業
　　　………………………3,911万円
「富谷市2050年ゼロカーボン戦略」を具体化するた
め、市民啓発事業実現方策調査や啓発冊子「未来へ」
を作成しました。
　また、公用車に電気自動車２台を導入するなど情報
発信を行いました。
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令和４年度　各種会計決算の状況
種　　別 歳　　入 歳　　出 収支差引

一 般 会 計 183億9,066万円 163億6,040万円 20億3,026万円

特 別 会 計

市 営 墓 地 1億8,806万円 1億8,806万円 0万円
国民健康保険 40億8,320万円 40億4,285万円 4,035万円
介 護 保 険 30億6,512万円 28億7,980万円 1億8,532万円
後期高齢者医療 4億6,245万円 4億5,158万円 1087万円

下水道事業
収 益 的 支 出 11億3,807万円 10億9,349万円 4,458万円
資 本 的 支 出 2億3,961万円 3億3,654万円 △   　9,693万円

水 道 事 業
収 益 的 支 出 11億4,715万円 9億2,225万円 2億2,490万円
資 本 的 支 出 1億5,926万円 2億6,947万円 △ 1億1,021万円

163億6,040万円

一般会計

一般会計歳出

前年度比8.7％減

子どもから高齢者まで
すべての世代の   暮らしを支える

災害復旧費　2億6,681万円
議会費　　　1億7,145万円
労働費　　　 9,466万円　などの経費

児童・高齢者・障害者福祉、
医療費など福祉全般の経費

市が借りたお金やその利子を返還するための経費

防犯、交通安全、市民バスの運行などの経費

道路の管理や改良、
市営住宅、公園管
理などの経費

小中学校・幼稚園の管理、
生涯学習やスポーツ事業
などの経費

農林振興および中小企業融資
などの経費

予防接種・検診・ごみ処理
などにかかった経費

富谷消防署、消防団などの経費

総務費
23億9,653万円
（15%）

その他 5億3,292万円（３%）

農林水産業費・商工費
5億6,086万円（４%）

教育費
21億3,718万円
（13%）

土木費
13億1,765万円
（８%）

衛生費
15億4,223万円
（９%）

民生費
66億5,262万円
（41%）

公債費 5億5,807万円（３%）

消防費
6億6,234万円
（４%）

歳出
163億
6,040万円

※�令和４年度富谷市各種会計決算書に
記載の金額を掲載しています。
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　令和４年度の一般会計の決算は、歳入が183億9,066万円（市民１人当たり35万2,210円）、歳出
が163億6,040万円（市民１人当たり31万3,328円）、前年比で歳入4.6％、歳出8.7％の減となりま
した。歳入歳出差引額は20億3,026万円です。
　この額から令和５年度に繰り越した事業に必要な財源４億8,543万円を除いた実質収支は15億
4,483万円の黒字となりました。
　なお、一般会計の「市債残高」が５年連続で減少したことに加え、「実質単年度収支」の黒字も５
年連続で確保しています。「基金残高」についても増加するなど、健全な財政運営が行われています。

一般会計

令和４
年度

決算認定

歳入歳出のあらまし

子どもから高齢者まで
すべての世代の   暮らしを支える
国や銀行から借りたお金

皆さんが市に納めた税金
（市民税、固定資産税、
　軽自動車税など）

令和３年度から
令和４年度へ
繰り越したお金

全国どこでも一定
の行政サービスが
受けられるよう、
国から配分される
お金

地方消費税などで、
国から一定の基準で
譲与されたお金

給食費、
雑入など

国や県が使いみちを
決めて交付するお金

市　税
64億6,373万円
（35%）

繰越金
13億5,441万円（８%）

国・県支出金
45億6,293万円
（24%）

地方交付税
23億5,170万円
（13%）

市債
4億870万円（２%）譲与税・交付金

16億299万円（９%）

諸収入
5億8,952万円（３%）

使用料・手数料
1億752万円（１%）

その他
9億4,916万円（５%）

歳入
183億
9,066万円

自主財源
52%

依存財源
48%
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令和４年度 決算審査および監査意見
こんな質疑がありました

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

推
進
事
業

　
　
地
球
温
暖
化
対
策
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
ま
す
か
。

　
　
実
行
計
画
の
下
地
と
な

る
各
種
調
査
を
先
行
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
取
組
の
継
続
性
に
つ
い

て
は
。

　
　
既
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦

略
に
お
い
て
13
の
施
策
を
つ

く
っ
て
お
り
、
次
に
実
現
方

策
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

転
出
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス

　
　
転
出
手
続
き
は
ど
の
よ

う
に
向
上
し
ま
す
か
。

　
　

転
出
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
５
年
２
月
６
日
か
ら
全

国
一
斉
に
開
始
し
た
サ
ー
ビ

ス
で
、
新
し
く
住
む
と
こ
ろ

に
の
み
届
出
を
し
、
元
住
ん

で
い
た
と
こ
ろ
に
は
出
向
く

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

問答問答問答

　
　
本
市
で
取
り
扱
え
る
項

目
は
幾
つ
あ
り
ま
す
か
。

　
　
昨
年
度
の
５
件
か
ら
22

件
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し

ま
し
た
。

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

推
進
事
業

　
　
令
和
４
年
度
中
の
検
討

状
況
は
。

　
　
令
和
４
年
度
の
調
査
で

上
下
一
体
方
式
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、

総
事
業
費
３
５
４
億
円
の
場

合
は
開
業
後
21
年
か
ら
26
年
、

４
５
１
億
円
の
場
合
は
開
業

後
26
年
か
ら
33
年
の
黒
字
化

が
見
込
ま
れ
、
採
算
性
に
一

定
の
見
通
し
が
立
つ
結
果
と

問答問答

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
、
お
お
む
ね
適
正
で

あ
る
と
認
め
る
。
財
政
運
営

に
つ
い
て
、
実
質
収
支
率
は
、

15
．２
％
と
黒
字
幅
が
大
き

く
な
り
経
常
収
支
比
率
は
１
．

９
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年

度
と
同
じ
２
．３
％
減
と

な
っ
た
。
市
債
に
つ
い
て
、

借
入
額
は
抑
制
さ
れ
将
来
の

公
債
費
負
担
を
軽
減
す
る
な

ど
財
政
運
営
の
健
全
化
へ
の

取
組
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
者

支
援
対
策
と
し
て
割
増
商
品

券
事
業
な
ど
16
件
の
独
自
支

な
り
ま
し
た
。

　
　
地
下
鉄
以
外
の
考
え
は
。

　
　
令
和
５
年
度
は
ガ
イ
ド

ウ
ェ
イ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
を
含

む
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
調
査
に
入
り
ま

し
た
。

デ
マ
ン
ド
型

交
通
運
行
事
業

　
　
令
和
４
年
４
月
か
ら
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、

問
題
点
、
利
用
者
か
ら
の
要

望
は
。

　
　
指
定
乗
降
場
所
の
追
加

を
し
て
ほ
し
い
と
の
利
用
者

か
ら
の
声
に
応
え
、
指
定
乗

降
場
所
の
追
加
と
、
病
院
直

行
便
を
増
便
し
ま
し
た
。
今

後
も
改
善
に
努
め
ま
す
。

問答問答

援
策
が
実
施
さ
れ
市
民
生
活

の
向
上
と
地
域
経
済
活
動
へ

大
き
く
貢
献
し
た
も
の
と
推

量
す
る
。
下
水
道
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て
、
総
収
支
比

率
は
健
全
経
営
の
水
準
と
さ

れ
る
１
０
０
％
を
上
回
っ
た

も
の
の
、
電
気
料
金
高
騰
等

に
よ
り
経
営
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
水

道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
、

総
収
支
比
率
が
前
年
度
比
で

11
．３
ポ
イ
ン
ト
増
の
１
２

５
．３
％
と
な
る
な
ど
、
お

お
む
ね
経
営
は
適
切
に
運
営

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
富
谷
市
代
表
監
査
委
員　

眞
山 

巳
千
子

総
務・財
政

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企

業
会
計
に
つ
い
て
、
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で
構
成
す

る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
10
月
２
日
か
ら
３
日
ま
で
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
一
般
会
計
は
賛
成
多
数
、
そ
れ
以
外

の
会
計
は
全
会
一
致
で
賛
成
と
な
り
、
原
案
の
と
お
り
認

定
す
る
も
の
と
決
定
し
、
定
例
会
最
終
日
の
本
議
会
に
お

い
て
可
決
認
定
し
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
の
意
見
お
よ
び
審
査
中
に
あ
っ
た
主
な
質
疑

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

監
査
委
員
の
意
見

ガイドウェイトランジットバス（イメージ）
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大
亀
山
森
林
公
園

　
　
大
亀
山
森
林
公
園
が
近

隣
の
公
園
に
比
べ
て
魅
力
に

欠
け
る
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
状
の
課
題
は
。

　
　
展
望
台
の
修
繕
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
と
の
連
携
も
考

慮
し
な
が
ら
、
一
体
的
な
形

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

食
文
化
ス
ト
ー
リ
ー

創
出
・
発
信
事
業

　
　

大
豆
食
文
化
ス
ト
ー

リ
ー
事
業
の
成
果
と
、
モ
デ

ル
事
業
が
終
わ
っ
た
後
の
取

り
組
み
は
。

　
　
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
豆

文
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
、
有
識
者
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を

通
じ
て
昨
年
度
か
ら
の
事
業

の
ま
と
め
を
し
ま
す
。

問答問答

子
ど
も
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

　
　
わ
く
わ
く
こ
ど
も
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
意
義
は
。

　
　
子
供
た
ち
の
声
、
全
て

の
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

す
る
も
の
で
す
。

　
　
子
ど
も
の
権
利
条
約
具

現
化
策
は
。

　
　
子
ど
も
の
権
利
条
約
を

カ
ー
ド
に
し
、
母
子
手
帳
交

付
時
に
配
布
し
周
知
し
て
い

ま
す
。

問答問答

市
道
維
持
管
理
事
業

　
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
頻

度
は
。

　
　
市
の
職
員
で
月
２
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　
道
路
の
破
損
箇
所
の
早

期
発
見
の
た
め
に
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
以
外
で
行
っ
て
い
る

対
策
は
。

　
　
郵
便
配
達
員
、
ご
み
収

集
業
者
の
方
々
に
業
務
過
程

で
破
損
箇
所
が
あ
れ
ば
通
報

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
役
所
職
員
の
通
勤
時
も
気

に
な
る
箇
所
が
あ
れ
ば
連
絡

す
る
よ
う
に
周
知
し
て
い
ま

す
。

問答問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る

健
康
被
害
の
訴
え
件
数
は
。

　
　
２
件
申
請
が
あ
り
国
が

審
査
し
て
い
ま
す
が
、
重
篤

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
妊
治
療

　
　
不
妊
治
療
へ
市
と
し
て

の
独
自
助
成
の
検
討
は
。

　
　
治
療
は
保
険
適
用
で
あ

り
、
市
と
し
て
の
上
乗
せ
助

成
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

問答問答

地
域
福
祉
活
動

　
　
民
生
委
員
の
定
員
に
対

す
る
充
足
状
況
は
。

　
　
定
員
72
名
に
対
し
て
現

在
68
名
で
４
名
不
足
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
周
知
啓
発

に
努
め
ま
す
。

健
や
か
な
身
体
の
育
成

教
育
環
境
整
備

　
　
い
じ
め
問
題
調
査
の
た

め
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
活
用
方
法
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
の
心
理
的

な
安
全
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
様
々
な
工
夫
の
中
で
集
約

し
て
い
ま
す
。
数
値
が
出
た

場
合
は
組
織
的
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
　
不
登
校
特
例
校
西
成
田

教
室
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
卒
業
生
全
員
が
進
学
し

ま
し
た
。
教
職
員
の
方
々
へ

感
謝
し
て
い
ま
す
。
東
北
初

の
特
例
校
と
し
て
全
国
よ
り

多
く
の
視
察
が
あ
り
、
本
市

の
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
充
実
を
図
る
た
め

職
員
室
の
増
築
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

問答問答問答

荷
宿

　
　
宮
城
大
学
と
の
連
携
の

詳
細
は
。

　
　
ロ
ゴ
の
作
成
、
施
設
の

使
い
方
、
運
用
の
在
り
方
、

学
生
起
業
家
の
創
出
な
ど
を

テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
実
施
し
連
携
し
て
き
ま

し
た
。

新
商
品
開
発
事
業

　
　
１
０
０
０
万
円
の
補
助

金
は
ど
の
よ
う
な
新
商
品
開

発
に
使
わ
れ
ま
し
た
か
。

　
　
甘
酒
に
約
５
０
０
万
円
、

富
谷
茶
に
約
１
５
０
万
円
、

は
ち
み
つ
味
噌
に
約
３
５
０

万
円
そ
れ
ぞ
れ
経
費
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

問答問答

産
業・建
設

教
育・福
祉
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一
年 度５和令

補般 正会 予計 算
　
令
和
５
年
度
９
月
補
正
予

算
規
模
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
10
億
２
０
２
８
万
５
０

０
０
円
増
額
と
し
、
総
額
１

７
４
億
７
６
２
万
３
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
る

今
冬
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令

和
４
年
度
に
引
き
続
き
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助

成
事
業
と
し
て
、
小
児
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
新
た
に
、
定
期
予
防
接
種

化
さ
れ
て
い
な
い
、
お
た
ふ

く
風
邪
予
防
接
種
助
成
事
業

を
開
始
し
、
子
ど
も
を
感
染

症
か
ら
守
る
取
り
組
み
の
充

実
を
は
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
原
油
価
格
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
米

生
産
者
お
よ
び
乳
牛
等
生
産

者
に
対
し
、
本
市
独
自
の
経

済
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、（
仮
称
）
や
す

ら
ぎ
パ
ー
ク
と
み
や
内
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
芝
管
理
用
機

械
購
入
等
、
維
持
管
理
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

○  市立小学校維持管理事業　  788万円
　市内６ケ所の小学校防犯対策として、防犯カメラを設置します。

● ● ● その他主なつかいみち ● ● ●

○  市道穀田三ノ関線道路改良事業　  7,358万円
　未整備区間の不動産等物件補償および支障電柱等の移転補償を行います。

○  （仮称）やすらぎパークとみや整備事業　  2,085万円
　パークゴルフ場の整備に必要な芝刈り機や維持管理用の軽トラック、レンタル用備品等を購入します。

○  原油価格物価高騰対応・農業経営者および米価下落支援事業　  2,507万円
　農業用資材高騰対策と米価下落の影響を受けている生産者に対して、支援金を支給します。

○  感染症予防事業  2,498万円
　小児インフルエンザ予防接種助成事業の実施と、おたふく風邪予防接種助成事業を新たに開始します。

○  認可保育所等運営事業  1,252万円
　保育補助者の雇用、新型コロナウイルス感染症対策等を行う認可保育所および認定こども園等に対し、
財政的支援を行います。
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第３回定例会（９/26〜10/13）　議案採決結果一覧

議　　　　　案
賛　
成

反　
対
議決結果

小
松　
大
介

佐
藤　
浩
崇

伊
藤　
嘉
樹

須
藤　
　
義

畠
山　
由
美

荒
谷　
　
敏

菊
池　
美
穂

渡
邊　
清
美

村
上　
　
治

塩
田　
智
明

畑
山　
和
晴

長
谷
川
る
美

浅
野　
直
子

出
川　
博
一

青
柳　
信
義

渡
邊　
俊
一

菅
原　
福
治

金
子　
　
透

提
案
者

第

３

回

定

例

会

富谷市パークゴルフ場条例の制定につ
いて 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

市

長

提

案

職員の給与に関する条例等の一部改正
について 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市印鑑登録及び証明に関する条例
の一部改正について 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用に関する
条例の一部改正について

16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改
正について

16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市都市公園条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和５年度富谷市一般会計補正予算
（第４号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和５年度富谷市国民健康保険特別会
計補正予算（第２号） 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和５年度富谷市介護保険特別会計補
正予算（第２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和５年度富谷市水道事業会計補正予
算（第２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和４年度富谷市一般会計歳入歳出決
算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和４年度富谷市市営墓地特別会計歳
入歳出決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和４年度富谷市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和４年度富谷市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和４年度富谷市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和４年度富谷市下水道事業会計利益
処分及び決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和４年度富谷市水道事業会計利益処
分及び決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議会活性化調査特別委員会の設置につ
いて 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
議
員
提
案

○賛成　　×反対　
※議長（金子透）は採決に加わりません。
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菊池 美穂 議員

浅野 直子 議員

村上　治 議員 畑山 和晴 議員

長谷川 る美 議員

菅原 福治 議員 須藤　義 議員

出川 博一 議員

畠山 由美 議員

佐藤 浩崇 議員

小松 大介 議員

11P

11P

13P 15P

12P

14P 16P

12P

13P

14P

15P

◦糖尿病対策について
◦新田橋の路面陥没を受け路面下
空洞調査の強化を

◦更なる福祉サポート事業の展開は
◦温暖化対策と環境整備について

◦放課後児童クラブ運営委託につ
いて問う

◦小・中学校の特別教室へのエア
コン設置は
◦給食着の撤廃について

◦さらなる投票率向上策の取り組
みについて
◦子供たちへの見守り体制の更な
る強化について

◦仙台医療圏再編構想の現状把握
について
◦熱中症対策の推進に全力を

◦不登校特例校・富谷中学校西成
田教室について

◦市想定のスタートアップ起業とは
◦総合計画　人口フレームの改定は

◦高齢者の交通支援について
◦帯状疱疹等の予防ワクチンの助
成について

◦医療体制の需給ひっ迫予防に向
けた予算化を
◦町内会活動の情報共有について

◦富谷市の林業について
◦有機栽培の現状とみどりの食料
システム戦略について
◦新型コロナワクチン接種の副反
応報告件数およびＸＢＢワクチ
ン接種の推進について

　第３回定例会では11人の議員が質問に立ちまし
た。各議員が行った一般質問の概要を11ページか
ら16ページまで発言順に掲載しています。
　文章については、議員自ら作成していますので、
原則として原文のまま掲載しています。
　なお、一般質問についての詳細は議員にお尋ねく
ださい。

一般質問市政を
問う

このページでは議員が提出した一般
質問通告書のとおり掲載しており、
次ページ以降の見出しと異なる場合
があります。
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答 問
重
点
項
目
と
し
て
事
業
展
開
を
図
る

計
画
に
お
け
る
糖
尿
病
対
策
の
強
化
を

答 問
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環
境
を
検
討
し
ま
す

更
な
る
福
祉
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
展
開
は

　
令
和
４
年
度
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

の
健
診
有
所
見
率
（
危
険
度

境
界
の
５
．６
％
以
上
）
は
、

厚
労
省
デ
ー
タ
で
、
全
国
値

57
．１
％
、
宮
城
県
74
．４
％
、

富
谷
市
80
．９
％
と
本
市
の

数
値
は
突
出
し
て
お
り
、
対

策
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
　
血
糖
値
の
改
善
と
減
量

を
目
指
す
生
活
改
善
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
。

　
　
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
面
談
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
実
施
を
、
導
入
に
向

け
調
査
研
究
し
ま
す
。

問答

　
家
族
構
成
も
社
会
環
境
の

中
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
身

寄
り
の
な
い
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
事
業
は
非
常
に
大

事
で
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
施
設
、
就
労

支
援
施
設
が
少
な
い
こ
と
か

ら
県
と
の
連
携
で
強
固
に
事

業
者
の
誘
致
を
求
め
ま
す
。

　
　

単
身
高
齢
者
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

展
開
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
市
民
と
行
政
、
有
効
性

は
高
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
終
活
情
報
登
録
伝
達
事

業
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
課
題
等
も
含
め
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
向
け
て
関
係
者�

問答問答

　
　
運
動
習
慣
の
定
着
に
向

け
、
疾
病
予
防
事
業
対
象
者

に
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
無

料
提
供
し
て
は
。

問

と
も
ど
も
協
議
を
深
め
て
、

本
市
と
し
て
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
身
寄
り
の
な
い
単
身
高

齢
者
の
市
営
墓
地
使
用
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

　
　
お
墓
の
管
理
が
不
要
な

個
別
埋
蔵
墓
地
を
整
理
す
る

な
ど
、
身
寄
り
の
な
い
方
へ

の
配
慮
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問答

　
　
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
運

動
習
慣
の
獲
得
に
な
れ
ば
望

ま
し
く
、
調
整
し
ま
す
。

答

　
　
障
が
い
者
支
援
に
つ
い

て
環
境
整
備
の
充
実
を
図
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
設
を

求
め
ま
す
が
見
解
は
。

　
　
大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
指
定
権
限

は
県
で
す
が
、
本
市
は
開
所

を
検
討
し
て
い
る
法
人
へ
積

極
的
に
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問答

　
本
年
７
月
、
新
田
橋
の
袂

に
路
面
陥
没
が
発
生
し
、
路

面
下
に
深
さ
７
ｍ
、
幅
２
ｍ
、

長
さ
４
ｍ
の
空
洞
が
確
認
さ

れ
、
発
見
が
遅
れ
れ
ば
人
命

に
関
わ
る
深
刻
な
事
案
で
し

た
。
予
防
保
全
型
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
範
囲
、
予
算
規
模
を

拡
大
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
事
案
詳
細
、
原
因
は
。

　
　
橋
台
下
部
の
石
積
み
護

岸
が
破
損
し
、
竹
林
川
の
水

位
上
昇
に
伴
い
土
砂
が
吸
い

出
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　
　
工
事
費
、
期
間
は
。

　
　
緊
急
応
急
工
事
費
等
で

約
１
６
５
０
万
円
で
し
た
。

問答問答

　
今
後
、
ま
す
ま
す
地
球
温

暖
化
は
進
み
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
の
取
り
組
み
が
加
速
す
る

と
思
い
ま
す
。
温
暖

化
対
策
と
環
境
整
備

に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

　
　
太
陽
光
発
電
整

備
の
学
校
へ
の
設
置

と
未
整
備
施
設
へ
の

問

今
後
の
本
格
復
旧
費
は
国
と

協
議
し
算
出
し
ま
す
。
完
了

ま
で
護
岸
工
事
着
手
か
ら
約

６
カ
月
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
完
全
復
旧
に
は
長
期
間

多
額
の
工
事
費
が
か
か
り
ま

す
。
ど
れ
だ
け
の
予
防
保
全

が
で
き
た
か
と
考
え
ま
す
が

重
要
性
の
認
識
は
。

　
　
予
防
保
全
型
の
管
理
へ

の
切
替
え
を
検
討
し
ま
す
。

施
設
の
延
命
化
と
管
理
コ
ス

ト
の
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
Ｄ
Ｘ
管
理
が
必
要
で
は
。

　
　
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の
運

用
拡
大
し
、
道
路
管
理
の
高

度
化
を
検
討
し
ま
す
。

問答問答

取
り
組
み
は
。

　
　
現
在
は
成
田
東
、
明
石

台
小
学
校
、
富
谷
第
二
中
学

校
に
な
り
ま
す
。
段
階
的
に

学
校
や
文
化
施
設
を
優
先
的

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
冊
子
「
未
来
へ
」
の
活

用
は
。

　
　
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

答問答

答 問
改
め
て
し
っ
か
り
計
画
的
に
取
り
組
む

路
面
下
調
査
を
市
全
域
で
強
化
す
べ
き

答 問
さ
ら
に
大
型
扇
風
機
の
設
置
等
で
す

酷
暑
の
屋
内
公
共
施
設
の
対
策
は

　▲ 新田橋袂の路面陥没

菊池　美穂 議員

浅野　直子 議員
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答 問
今
後
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
ま
す

更
な
る
投
票
率
向
上
策
の
取
り
組
み
は

答 問
も
う
少
し
温
か
い
目
で
見
守
っ
て

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
起
業
創
出
と
は

　
８
月
の
市
議
会
議
員
選
挙

は
無
投
票
と
な
り
、
政
治
参

加
を
促
す
上
で
重
要
で
あ
る

と
考
え
以
下
質
問
し
ま
す
。

　
　
市
議
選
の
無
投
票
の
お

知
ら
せ
を
ど
の
よ
う
な
形
で

市
民
に
周
知
し
ま
し
た
か
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
報
道
機
関
へ
の
対
応
、

市
役
所
で
は
午
後
６
時
過
ぎ

各
投
票
所
で
は
翌
日
以
降
に
、

無
投
票
の
掲
示
を
実
施
、
ま

た
81
カ
所
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
の
速
や
か
な
撤
去
で
す
。

　
　
今
後
の
周
知
方
法
は
。

　
　
広
報
車
で
の
周
知
や
防

災
無
線
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

困
難
な
交
通
弱
者
の
方
に
対

問答問答問

　

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
ベ
ー
ス

「
荷
宿
」
の
運
営
事
業
が
新

た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
令
和

５
年
度
の
重
点
施
策
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
起
業
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
私
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

と
は
短
期
間
で
急
成
長
を
果

た
す
組
織
で
、
急
成
長
す
る

組
織
で
あ
れ
は
、
組
織
の
規

模
や
設
立
年
数
な
ど
に
か
か

わ
ら
ず
、
起
業
し
て
間
も
な

い
会
社
と
は
違
う
と
の
認
識

で
す
。
本
市
が
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
起
業
創
出
と
は
ど
の
よ
う

す
る
移
動
支
援
は
。

　
　
今
回
の
市
議
選
か
ら
、

実
施
予
定
だ
っ
た
イ
オ
ン

モ
ー
ル
富
谷
の
期
日
前
投
票

所
に
は
、
お
買
物
送
迎
バ
ス

や
市
民
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

あ
り
、
交
通
弱
者
へ
の
支
援

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
若
者
向
け
の
選
挙
啓
発

で
予
定
し
て
い
た
こ
と
は
。

　
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
谷
の

期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会

人
に
、
宮
城
大
学
の
学
生
と

答問答

な
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
。

　
　
富
谷
塾
に
は
６
年
間
の

運
営
業
務
委
託
料
と
し
て
都

合
１
億
円
以
上
の
支
出
を
し

て
い
ま
す
。
起
業
創
業
し
た

事
業
者
数
と
そ
の
評
価
は
。

　
　
事
業
者
数
は
、
富
谷
塾

を
開
塾
し
た
平
成
30
年
度
か

ら
令
和
５
年
９
月
末
ま
で
で

計
53
者
で
す
。

　
富
谷
塾
を
運
営
し
て
か
ら
、

延
べ
１
０
０
０
名
以
上
の

方
々
が
入
塾
し
、
様
々
な
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
確
か

に
１
億
円
と
い
う
投
資
は
大

き
い
金
額
か
も
分
か
り
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
行
政
が
運
営

し
て
い
る
起
業
塾
で
、
毎
年

３
桁
以
上
の
塾
生
が
集
ま
っ

て
い
る
と
い
う
の
は
、
大
変

注
目
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

国
の
経
済
産
業
省
の
予
算
で
、

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
富
谷
塾

生
12
名
派
遣
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
積

み
重
ね
を
し
て
き
た
か
ら
こ

問答

富
谷
高
校
の
生
徒
を
選
任
す

る
予
定
で
し
た
。

　
　
投
票
に
支
援
が
必
要
な

人
も
、
安
心
で
き
る
「
投
票

お
助
け
カ
ー
ド
」
の
よ
う
な

取
組
の
検
討
は
。

　
　
今
回
の
県
議
会
議
員
選

挙
か
ら
、
他
の
自
治
体
の
取

組
を
参
考
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
各
投

票
所
に
試
行
的
に
導
入
し
ま

す
。

問答

そ
、
こ
う
い
う
機
会
に
も
恵

ま
れ
ま
し
た
。
富
谷
塾
生
12

人
が
戻
っ
て
き
て
か
ら
の
可

能
性
に
も
、
期
待
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
少
し

温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
海
外
研
修
後
の
報
告
会

の
予
定
は
。

　
　
富
谷
塾
生
の
参
加
で
す

の
で
塾
生
以
外
で
も
、
希
望

の
方
が
い
れ
ば
聞
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
個
人
起
業
者
で
今
も
継

続
し
て
、
事
業
者
と
し
て
富

谷
市
で
の
活
動
は
。

　
　

現
時
点
で
起
業
し
た

方
々
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
把
握
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
。
起
業
し
た
後
、

支
援
の
仕
方
を
い
ろ
い
ろ
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答

　
　
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
養

成
講
習
会
」
を
通
し

て
、
資
質
向
上
と
新

た
な
人
員
確
保
に
向

け
た
さ
ら
な
る
対
策

は
。

　
　
本
講
習
会
の
周

知
と
募
集
範
囲
の
拡

問

答

大
に
、
今
後
、
県
と
の
協
議

を
進
め
ま
す
。

　
　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
が
活
動
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
は
。

　
　
市
防
犯
協
会
所
有
の
パ

ト
ロ
ー
ル
車
の
借
用
を
、
早

急
に
調
整
し
ま
す
。

問答

答 問
必
要
な
所
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

子
供
達
の
見
守
り
体
制
の
更
な
る
強
化
を

出川　博一 議員

　▲ 富谷市ビジネス交流ベース「荷宿」

長谷川る美 議員
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答 問
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を

答 問
災
害
の
特
性
を
捉
え
訓
練
を
進
め
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
委
託
契
約
を
問
う

　
帯
状
疱
疹
は
、
今
や
50
歳

以
上
の
方
は
３
人
に
１
人
が

罹
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
に
よ
っ
て
は
何
度
も

罹
患
す
る
方
も
お
り
、
つ
ら

い
経
験
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
10
年
で

約
80
％
発
症
を
抑
え
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ワ

ク
チ
ン
は
高
価
で
、
接
種
を

た
め
ら
う
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
　
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ

ン
助
成
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

問

　
本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
全
て
小
学
校
敷
地
内

に
整
備
さ
れ
、
小
学
校
か
ら

児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
移
動
等
の

安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
定
員
を
超
過
し

て
も
、
委
託
法
人
と
協
議
し
、

教
育
委
員
会
へ
依
頼
し
、
小

学
校
の
協
力
の
下
、
余
裕
教

室
を
活
用
し
て
全
て
の
希
望

児
童
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に

５
年
間
の
契
約
を
結
ぶ
準
備

を
進
め
て
い
る
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
　
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
議
会
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
本
日
も
改
め
て
強
い

答

ブ
に
お
い
て
、
児
童
が
安
全

に
過
ご
し
、
保
護
者
が
安
心

し
て
就
業
等
に
専
念
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
市

は
、
委
託
法
人
の
業
務
実
施

状
況
を
継
続
的
に
、
か
つ
、

的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

そ
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
契

約
書
等
に
よ
り
明
確
に
し
、

併
せ
て
報
告
書
式
等
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
児
童
数
及
び
従
業
員
数

確
認
方
法
の
現
状
と
今
後
は
。

　
　
現
状
は
受
託
事
業
者
作

成
の
勤
務
表
、
出
勤
簿
を
随

時
確
認
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
か
ら
、
月
１
回
定
期
報
告

に
よ
り
日
々
の
従
事
職
員
数

の
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
　
児
童
の
出
席
簿
や
指
導

日
誌
な
ど
、
書
類
の
書
式
等

を
定
め
ま
す
か
。

　
　
現
在
、
受
託
事
業
者
が

作
成
す
る
書
類
の
う
ち
、
児

童
調
査
票
、
児
童
名
簿
、
月

問答問答

要
望
も
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
関
係
機
関
と
の
調
整
も

含
め
、
導
入
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

例
報
告
書
は
書
式
を
定
め
て

い
ま
す
。
出
席
簿
、
指
導
日

誌
な
ど
は
任
意
の
書
式
で
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
の
ご
指
摘
の
と
お
り

受
託
事
業
者
の
業
務
実
施
状

況
を
継
続
的
か
つ
的
確
に
把

握
す
る
に
は
、
書
類
を
定
型

化
し
、
適
正
に
管
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
託

事
業
者
と
協
議
し
、
来
年
度

か
ら
書
式
等
を
定
め
ま
す
。

　
　
Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
伴
い
委
託

法
人
と
調
整
し
仕
様
書
の
変

更
等
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
。

　
　
児
童
の
安
全
安
心
を
最

優
先
に
考
え
、
事
業
者
と
協

議
の
上
、
契
約
変
更
も
含
め

て
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

問答

　
本
市
で
は
65
歳
世
代
が
増

え
て
き
て
お
り
、
２
年
後
の

団
塊
の
世
代
に
は
、
買
物
困

難
な
ど
の
交
通
弱
者
が
増
加

す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

対
策
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

　
　
利
便
性
の
高
い
市
民
バ

ス
や
交
通
空
白
地
域
で
の
デ

マ
ン
ド
型
運
行
と
増
便
は
。

　
　
市
民
バ
ス
の
増
便
や
デ

マ
ン
ド
型
交
通
の
対
象
区
域

の
拡
大
と
増
便
な
ど
、
継
続

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
民
健
診
で
、
公
民
館

へ
徒
歩
で
の
移
動
が
困
難
な

方
へ
の
交
通
支
援
は
。

　
　
市
民
バ
ス
等
の
利
用
や

問答問答

夜
間
・
休
日
健
診
な
ど
、
ま

た
11
月
に
胃
が
ん
未
検
者
検

診
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
、

周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
移
動
ス
ー
パ
ー
事
業
は
。

　
　
今
年
６
月
に
富
谷
市
商

工
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

買
物
情
報
を
リ
ス
ト
化
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
て
発

信
し
て
お
り
、
現
在
３
つ
の

事
業
者
が
一
部
地
域
に
お
い

て
毎
週
移
動
ス
ー
パ
ー
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
域
課
題
の
把
握
と
事
業
者

の
拡
大
も
含
め
て
、
情
報
収

集
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問答

答 問
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

高
齢
者
へ
の
交
通
支
援
の
取
り
組
み
を

村上　　治 議員

畠山　由美 議員

　▲ デマンド型交通車両

　▲ 富谷小学校児童クラブ

13 とみや議会だより 第29号
2023年（令和５年）12月１日

議
案
審
査

一
般
質
問

委
員
会
活
動

決
算
審
査



答 問
仙
台
集
中
是
正
の
た
め
必
要
不
可
欠

仙
台
医
療
圏
構
想
現
状
把
握
に
つ
い
て

答 問
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
ま
す

医
療
逼
迫
予
防
に
向
け
た
予
算
化
を

　
仙
台
医
療
圏
再
編
構
想
は
、

仙
台
を
中
心
と
し
た
医
療
課

題
を
解
決
し
、
よ
り
質
の
高

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り

多
く
の
県
民
に
均
等
に
提
供

す
る
た
め
に
、
県
が
主
体
的

に
進
め
て
い
る
計
画
で
す
。

そ
の
中
で
、
本
市
に
は
24
時

間
緊
急
手
術
が
備
わ
っ
た
総

合
病
院
は
な
く
、
緊
急
患
者

の
多
く
は
仙
台
市
内
に
搬
送

さ
れ
、
搬
送
時
間
も
県
内
で

最
下
位
で
す
。
こ
れ
は
市
民

の
健
康
と
命
に
直
結
す
る
問

題
で
あ
り
、
市
民
は
大
き
な

関
心
を
持
っ
て
見
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
令
和
５
年
度
９
月

補
正
予
算
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
に
引
き
続
き
、
子
ど

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成
事
業
を
打
ち
出

し
、
さ
ら
に
は
、
お
た
ふ
く

風
邪
予
防
接
種
費
用
助
成
事

業
に
も
新
た
に
取
り
組
む
と

表
明
し
ま
し
た
。

　
　
医
療
体
制
の
需
給
逼
迫

予
防
、
ひ
い
て
は
地
域
全
体

の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
と
考
え
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
令
和

６
年
度
当
初
予
算
に
組
み
入

れ
て
継
続
的
に
実
施
し
て
は
。

問

　
　
東
北
労
災
病
院
と
県
立

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
合
築

に
つ
い
て
、
市
長
の
現
状
把

握
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
病
院
再
編
は
、
仙
台
一

極
是
正
の
観
点
か
ら
必
要
不

可
欠
で
す
。
本
市
は
新
病
院

を
令
和
10
年
度
ま
た
は
11
年

度
の
開
設
を
見
据
え
環
境
整

備
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
、
市
は
ど
の
よ
う

な
形
で
支
援
、
検
討
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

　
　
新
病
院
立
地
後
は
患
者

問答問答

　
　
お
た
ふ
く
風
邪
予
防
接

種
費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
積
極
的
に
実
施
し
て

い
き
た
い
考
え
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

答

お
よ
び
病
院
職
員
の
交
通
ア

ク
セ
ス
等
の
検
討
と
、
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ

い
て
も
、
通
院
等
の
利
便
性

を
確
保
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て

病
院
用
地
の
無
償
貸
与
や
運

営
支
援
等
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
や
関
係
者
へ
で
き

る
限
り
丁
寧
な
説
明
を
県
に

要
望
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
県
は
、
再
編
経
緯
を
説

明
す
る
場
の
検
討
を
し
て
お

り
ま
す
。
本
市
は
県
と
連
携

し
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問答

種
費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
あ
わ

せ
て
、
流
行
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
環
境
省
が
運
用
す
る
熱

中
症
予
防
サ
イ
ト
の
活
用
は
。

　
　
一
般
的
な
注
意
喚
起
と

あ
わ
せ
て
周
知
し
ま
す
。

　
　
暑
さ
を
避
け
る
た
め
に
、

公
共
施
設
や
民
間
事
業
所
の

冷
房
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

問答問

　
安
心
安
全
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
く
上

で
、
そ
の
中
核
で
あ
る
町
内

会
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
　
各
町
内
会
の
取
り
組
み

や
困
り
ご
と
を
情
報
交
換
し

た
り
、
好
事
例
を
共
有
す
る

場
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

　
　
町
内
会
交
流
会
を
開
催

し
、
事
例
紹
介
や
課
題
解
決

に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
い

ま
す
。

　
　
都
合
に
よ
り
参
加
で
き

な
い
方
が
い
た
り
、
役
員
・

問答問

　
　
気※

１
候
変
動
適
応
法
が
来

年
春
に
施
行
の
予
定
で
す
。

今
後
は
公
共
施
設
や
民
間
事

業
所
の
指
定
暑
熱
避
難
施
設

の
指
定
を
検
討
し
ま
す
。

答

班
長
の
交
代
に
よ
り
、
せ
っ

か
く
共
有
さ
れ
た
情
報
や
好

事
例
が
継
承
さ
れ
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

配
付
・
保
存
が
で
き
る
も
の

が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。

　
　
会
場
に
来
ら
れ
な
い
方

の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

を
す
る
ほ
か
、
１
カ
月
程
度

ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
会
へ
聞
き

取
り
を
行
い
、
事
例
集
を
作

成
す
る
な
ど
、
町
内
会
支
援

に
努
め
ま
す
。

答

答 問
公
共
・
民
間
の
冷
房
施
設
活
用
を
検
討

命
に
係
わ
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

答 問
町
内
会
交
流
会
を
開
催
し
支
援
し
ま
す

町
内
会
の
情
報
共
有
支
援
に
つ
い
て

※
１�　
国
、
県
、
自
治
体
、
事
業
者
、

国
民
が
連
携
、
協
力
し
気
候
変
動

（
熱
中
症
）
に
取
り
組
む
こ
と
。

　▲ 出典・東北労災病院

菅原　福治 議員

佐藤　浩崇 議員
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答 問
健
康
被
害
救
済
制
度
の
周
知
を
図
る

新
た
な
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

答 問
設
置
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

小
中
学
校
特
別
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
は

　
全
国
で
３
万
件
以
上
の
副

反
応
被
害
報
告
が
上
が
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
９

月
か
ら
更
な
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
健

康
被
害
を
受
け
て
苦
し
む
人

た
ち
の
人
権
を
保
障
す
る
た

め
の
体
制
構
築
を
要
請
し
ま

す
。
ま
た
第
５
類
感
染
症
移

行
に
伴
い
、
マ
ス
ク
の
着
用

は
自
由
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

未
だ
に
多
く
の
方
の
着
用
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
見
解
を

求
め
ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
副
反

応
の
相
談
・
申
請
件
数
は
。

　
　
健
康
被
害
相
談
22
件
、

う
ち
申
請
は
３
件
で
す
。

　
　
子
供
た
ち
の
マ
ス
ク
着

問答問

　
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に

は
エ
ア
コ
ン
は
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
特
別
教
室
に
は
エ

ア
コ
ン
は
設
置
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
近
年
気
温
が
高
い
過

酷
な
状
況
で
特
別
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
須
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
　
保
護
者
及
び
教
員
か
ら

の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い

て
要
望
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　
　
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
、
今
夏
の

猛
暑
の
際
に
保
護
者
や
教
員

か
ら
熱
中
症
に
対
す
る
心
配

や
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

問答

用
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　
　
基
本
的
に
児
童
生
徒
や

答

は
あ
り
ま
し
た
。

　
　
今
夏
、
エ
ア
コ
ン
の
な

い
特
別
教
室
で
の
状
況
は
。

　
　
今
回
の
猛
暑
で
は
エ
ア

コ
ン
の
な
い
教
室
で
の
授
業

は
大
変
厳
し
く
、
学
校
に

よ
っ
て
は
、
特
別
教
室
を
使

わ
ず
に
普
通
教
室
で
授
業
を

実
施
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
　
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
思

問答問

教
職
員
に
対
し
て
マ
ス
ク
の

着
用
を
求
め
て
い
ま
せ
ん
。

い
ま
す
が
。　

　
　
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
心
配
や
教
育
活
動
に
も

影
響
が
出
て
い
る
状
況
か
ら
、

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
、
エ
ア
コ
ン
設

置
に
向
け
た
調
査
を
行
い
、

国
の
補
助
金
等
の
活
用
を
見

据
え
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

答

　
本
市
の
有
機
栽
培
の
現
状

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
　
有
機
栽
培
割
合
を
25
％

に
増
や
す
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
に
つ
い
て
の
周

知
は
。

　
　
農
協
等
関
連
機
関
と
連

問答

　
富
谷
市
の
林
業
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
　
本
市
に
お
け
る

木
材
の
製
材
化
・
植

林
の
実
績
は
。

　
　
過
去
５
年
間
で

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答

　
全
国
の
自
治
体
で
は
、
個

人
の
給
食
着
を
用
意
す
る
動

き
が
増
え
て
お
り
、
匂
い
や

衛
生
面
に
対
す
る
不
安
、
ア

イ
ロ
ン
を
か
け
る
手
間
な
ど

の
解
消
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
給
食
着
に
関
し
保
護
者

か
ら
の
要
望
は
あ
り
ま
し
た

か
。

問

携
し
て
周
知
に
努
め
ま
す
。

　
　
本
市
の
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ

イ
ド
系
農
薬
の
使
用
は
。

　
　
農
協
・
ゴ
ル
フ
場
に
要

請
し
現
在
で
は
ほ
ぼ
使
わ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

問答
　
　
令
和
６
年
度
か
ら
新
た

に
森
林
環
境
税
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
活
用
法
は
。

　
　
森
林
整
備
、
担
い
手
の

育
成
・
確
保
に
活
用
し
ま
す
。

問答

　
　
今
年
８
月
の
校
長
会
で

柔
軟
剤
等
の
匂
い
が
気
に
な

る
児
童
生
徒
が
い
る
場
合
は

個
人
所
有
の
エ
プ
ロ
ン
で
も

可
能
と
し
、
個
々
の
状
況
に

応
じ
て
臨
機
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
小
中
学
校
で
共
有

し
ま
し
た
。

答

答 問
農
協
・
生
産
者
と
連
携
し
て
進
め
る

有
機
栽
培
の
推
進
に
つ
い
て

答 問
木
材
利
用
や
普
及
啓
発
に
使
用

森
林
環
境
税
の
活
用
法
は

答 問
個
人
所
有
エ
プ
ロ
ン
対
応
可
と
し
ま
す

給
食
着
の
撤
廃
に
つ
い
て

畑山　和晴 議員

　▲ エアコン（小学校普通教室）

小松　大介 議員
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答 問
在
籍
生
徒
の
登
校
率
が
以
前
よ
り
向
上

不
登
校
特
例
校
西
成
田
教
室
に
つ
い
て

　
文
部
科
学
省
か
ら
発
表
さ

れ
ま
し
た
「
児
童
生
徒
の
問

題
行
動
・
不
登
校
調
査
」
２

０
２
２
年
度
結
果
に
よ
り
ま

す
と
、
国
内
不
登
校
の
児
童

生
徒
数
は
10
年
連
続
で
増
加

し
て
お
り
、
昨
年
度
は
過
去

最
多
の
約
29
万
９
０
０
０
人

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
不
登
校
特
例
校

と
し
て
富
谷
中
学
校
・
西
成

田
教
室
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
次
の
４
つ
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

　
　
西
成
田
教
室
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
の
分
析
は
。

　
　
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
の
登

校
率
が
以
前
よ
り
向
上
し
て

お
り
、
卒
業
生
７
名
全
員
が

進
学
し
ま
し
た
。
多
く
の
視

察
依
頼
を
受
け
る
な
ど
、
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
課
題
と
し
て
は
、
在
籍

生
徒
に
対
す
る
、
よ
り
効
果

的
な
支
援
の
在
り
方
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
年
度
に
開
校
し
た
県

内
２
つ
の
不
登
校
特
例
校
と

の
連
携
の
可
能
性
は
。

　
　
６
月
に
不
登
校
特
例
校

連
絡
協
議
会
が
初
め
て
開
催

さ
れ
、
そ
の
際
、
直
接
意
見

交
換
等
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
情
報
交
換
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
不
登
校
特
例
校
に
在
籍

し
て
い
な
い
不
登
校
生
徒
へ

の
支
援
の
取
り
組
み
は
。

問答問答問

　
　
令
和
３
年
度
よ
り
、
市

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
教
育
相
談
や
支
援
員
等

を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
各

学
校
に
お
け
る
別
室
登
校
や

学
び
支
援
室
な
ど
の
多
様
な

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

民
間
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連

携
は
。

　
　
本
市
で
は
、
令
和
２
年

に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
含
む

民
間
施
設
と
の
連
携
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
い
ち
早
く

設
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

多
様
な
学
び
を
積
極
的
に
提

供
し
な
が
ら
、
誰
一
人
取
り

残
す
こ
と
の
な
い
教
育
の
実

現
に
向
け
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
即
し
た
積
極
的
な
連
携
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

答問答

請願と陳情の提出方法
　市が行うことに関して意見や要望がある場合、請願書
や陳情書を提出することができます。

●請願書
　請願書を提出する場合は、市議会議員の紹介が必要に
なります。請願書が提出されると、本会議で議長が所管
事項に該当する委員会へ付託し、委員会で審査した後、
本会議で採択か不採択、または保留を決定します。その
結果は、請願者に通知されます。
　また、採択した請願について議会が認めた場合は、執
行機関ほか関係機関に処理の経過と結果の報告を求める
ことになります。

●陳情書
　陳情書を提出する場合は、市議会議員の紹介は不要で
す。陳情書は議員に配付されます。
　請願書・陳情書について、詳しくは富谷市議会ＨＰを
ご覧ください。

陳 情 書
⃝ 減速帯（ロードハンプ）設置に関する陳情書

滝沢　紀彰

議員配付となりました。

　
本
市
議
会
小
松
大
介
議
員

が
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
お
よ
び
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
）
に
、
令
和
５
年
９

月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
富
谷

保
育
所
の
運
動
会
の
様
子
を

撮
影
し
た
動
画
お
よ
び
写
真

を
、
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
10
月
６
日
ま
で
の
間
、
投

稿
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
個
人
情
報
を

漏
洩
す
る
行
為
で
あ
り
、
厳

に
慎
む
べ
き
こ
と
で
す
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
と
し

ま
し
て
は
、
投
稿
が
発
覚
し

た
時
点
で
速
や
か
に
動
画
お

よ
び
写
真
を
削
除
さ
せ
る
と

と
も
に
、
小
松
議
員
に
対
し

て
は
、
以
前
に
も
服
装
や
行

動
等
に
つ
い
て
口
頭
に
よ
る

厳
重
注
意
と
し
た
経
緯
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は

文
書
に
よ
る
厳
重
注
意
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
様
に
ご
不
安
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

議
員
一
同
改
め
て
市
民
の
厳

粛
な
信
託
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
深
く
認
識
し
、
市
民
全

体
の
代
表
者
と
し
て
人
格
お

よ
び
倫
理
の
向
上
に
努
め
る

所
存
で
す
。

小
松
議
員
へ

注
意
処
分

須藤　　義 議員

　▲ 不登校特例校西成田教室
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総 務 常 任 委 員 会…市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

各委員会の説明

し ま し たし ま し た
調 査調 査

よりよいまちづくりのために

（６月〜９月実施）

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
評
価
し
ま

す
。
特
に
、
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
連
す
る
施
策
は
、

将
来
の
地
球
環
境
を
健
全
な

状
態
で
維
持
す
る
た
め
に
、

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組

み
は
地
球
規
模
の
問
題
で
す
。

本
市
と
し
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

◎
調
査
日　
７
月
13
日

　
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
状
況
、
問
題
点
等

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
富
谷
市
総
合
計
画
に
お
い

て
、「
持
続
可
能
な
都
市
環

境
が
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
ま
ち

を
創
り
ま
す
」
を
掲
げ
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
の
時

代
を
見
据
え
た
、
中
・
長
期

率
先
し
、「
自
然
環
境
型
・

循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま

ち
」
と
し
て
、
ま
た
、
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
気
概

を
持
っ
て
、
全
て
の
市
民
が

積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う

な
枠
組
み
を
早
急
に
構
築
し
、

様
々
な
施
策
の
実
施
を
求
め

ま
す
。

全ての市民が参加できる
枠組みの構築が重要

調査先：企画部 企画政策課

ゼロカーボンシティの
取り組みについて

総
務
常
任
委
員
会
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介護サービス体制の
強化が必要

調査先：保健福祉部 長寿福祉課

第９期介護保険事業計画
策定について

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
高

齢
人
口
の
増
加
お
よ
び
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

は
じ
め
と
し
た
新
た
な
課
題

へ
の
対
応
、
更
な
る
各
種
施

策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

体
制
の
強
化
が
望
ま
れ
ま
す
。

に
介
護
予
防
事
業
に
重
点
を

置
き
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
市
の
高
齢
化
率
は
県
内

で
最
も
低
く
、
要
介
護
・
要

支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
の
割
合
も
低
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
今
後
は
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る

◎
調
査
日　
７
月
５
日

　
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度

ま
で
の
３
年
間
に
わ
た
る

「
富
谷
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
は
、「
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
生
涯
を
過
ご

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
高
齢
者
が
元

気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

商
談
や
打
ち
合
わ
せ
等
が
で

き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

も
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
市
ス
タ
ー
ト
時

か
ら
若
者
の
起
業
創
業
を
求

め
て
お
り
、
地
域
経
済
に
新

た
な
価
値
と
活
力
を
生
み
出

し
、
経
済
性
や
雇
用
に
繋
が

る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
＋
、

◎
調
査
日　
６
月
28
日

　
か
つ
て
宿
場
町
・
富
谷
宿

の
要
衝
で
あ
っ
た
「
荷
宿
」

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
ベ
ー
ス

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
、
歴
史
と
新
し
さ
が

融
合
し
た
空
間
と
な
っ
て
お

り
、
フ
リ
ー
席
・
個
室
等
の

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
自
社
商

品
の
販
売
や
Ｐ
Ｒ
等
が
出
来

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
、

と
み
や
ど
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
起
業
創
業
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

推
進
支
援
）
に
注
力
し
、
地

域
活
性
化
に
結
び
付
く
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
の
拠
点
と

な
る
よ
う
、
起
業
家
創
出
・

育
成
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

起業家創出・育成に向け、
スタートアップ推進支援に注力を
調査先：経済産業部 産業観光課

新たなビジネス創造の
拠点「荷宿」について

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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政務活動費の収支を報告します
○会派等別収支内訳（令和４年度）　  　（単位：円）

会派名（人数） 申請額 支出額 戻　入

公明党� （２人） 360,000 87,965 272,035

日本共産党� （２人） 360,000 18,920 341,080

新星とみや� （５人） 900,000 827,530 72,470

とみや自由市民の声�（２人） 360,000 331,332 28,668

無会派議員� （６人） 1,080,000 676,598 403,402

計（17人） 3,060,000 1,942,345 1,117,655

※政務活動費（一人当たり上限月額15,000円）実支出
※未申請１人

○使途別内訳
（支出額は各会派及び議員の使途項目別の合計額です）

令和５年９月14日（木）
　①�各常任委員会委員の選任について
　②各常任委員会正副委員長の報告について
　③�議会広報調査特別委員会委員の選任について
　④議会広報調査特別委員会正副委員長の報告について
　⑤��議会運営委員会委員の選任について
　⑥��議会運営委員会委員正副委員長の報告について
　⑦監査委員の選任について
　⑧��仙台市・富谷市広域行政協議会委員の選任について
　⑨��富谷市都市計画審査会委員の選任について
　⑩議席の変更について

令和５年９月19日（火）
（１）提出予定議案に関する案件
　①富谷市パークゴルフ場条例の制定について
　②�令和５年度富谷市一般会計補正予算（第４号）
　③�令和５年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　④�令和５年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第２号）
　⑤��令和５年度富谷市水道事業会計補正予算（第２号）
（２）提出予定議案以外で説明を要する案件
　①�富谷市地球温暖化対策実行計画（案）
　②�宮城県が策定した水道広域化推進プランについて
　③�富谷市立富谷幼稚園の民営化について
（３）その他

　令和５年10月30日、公益
社団法人富谷市シルバー人材
センターの鈴木理事長から議
長に、地域社会に貢献するシ
ルバー人材センターの決意と
支援の要望が提出されました。
　内容は、経営基盤を強化し、
シルバー人材センターのデジ
タル化を進め、就業意欲のあ
る高齢者の受け皿としての決
意とともに、事業推進の為の
補助金の確保、新たに独自事
業への立ち上げへの支援、市
区町村から公共事業の発注確
保などを要望するものです。

議員全員協議会を開催しました 富谷市シルバー
人材センターから

支援の要望

市
民
の
付
託
に

応
え
ら
れ
る
議
会
を

目
指
し
ま
す

議
会
活
性
化

調
査
特
別
委
員
会
を

設
置

　
本
定
例
会
に
お
い
て
、

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
で
は
議
会

が
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

の
変
化
や
新
た
な
課
題
等

に
対
応
し
議
会
活
動
の
活

性
化
に
努
め
る
こ
と
に
つ

い
て
調
査
し
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
議
長
を
除

く
全
議
員
17
名
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

【
調
査
項
目
】

①�

議
会
活
動
の
活
性
化
に

関
す
る
調
査

②�
議
会
に
関
す
る
広
報
、

広
聴
に
関
す
る
調
査

③�

そ
の
他
目
的
達
成
に
関

す
る
事
項
の
調
査

　
な
お
、
活
動
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
議
会
だ
よ
り

で
報
告
し
ま
す
。

調査研究費
89.8%

研修費
8.2% 

資料購入費
2.0% 
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は
市
民
生
活
状
況
を
踏
ま
え

様
々
な
施
策
を
行
い
、
さ
ら

な
る
方
策
を
検
討
中
で
す
。

　
富
谷
市
議
会
は
、
８
月
に

改
選
さ
れ
、
５
人
の
新
人
を

含
む
18
議
員
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
広
報
委
員
会
も
新

メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

「
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
ま

れ
る
議
会
だ
よ
り
」
を
合
言

葉
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員
長　

村
上　
治

　
コ
ロ
ナ
禍
は
落
ち
着
き
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
急
速
な
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル

で
の
一
般
人
を
巻
き
込
ん
だ

紛
争
、
急
激
な
円
安
な
ど
に

よ
る
デ
フ
レ
傾
向
は
収
ま
る

気
配
が
見
え
ま
せ
ん
。
市
で

場広のなんみ
けやき通り

　成田から将監トンネル入り口まで
続くけやきの並木道です。
　まるで虹色の木のトンネルをくぐ
るような感覚になれます。

＜表紙紹介＞

　
自
然
に
あ
ふ
れ
る

広
い
園
庭
を
持
つ
当

園
で
は
、
３
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
が
毎
日
元

気
い
っ
ぱ
い
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　
園
庭
に
は
様
々
な

実
の
な
る
木
が
あ
り
、

四
季
折
々
に
い
ろ
い

ろ
な
表
情
を
見
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
戸

外
で
遊
ぶ
こ
と
が
大

好
き
な
子
ど
も
た
ち
。

天
気
の
良
い
日
に
は
、
大
喜

び
で
園
庭
に
飛
び
出
し
て
い

き
ま
す
！
固
定
遊
具
に
挑
戦

し
た
り
、
虫
取
り
を
し
た
り
、

砂
や
水
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

遊
ん
だ
り
…
新
し
い
発
見
と

挑
戦
を
繰
り
返
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
毎
日

た
く
さ
ん
の
ド
ラ
マ
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
園
庭
に
あ
る
畑
で
は
、
毎

年
子
ど
も
た
ち
と
相
談
し
な

が
ら
野
菜
の
栽
培
に
挑
戦
！

畑
作
り
か
ら
収
穫
・
調
理
ま

で
、
食
に
関
わ
る
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
遊
び
」
の
中
で
五
感
を

使
い
、
心
を
動
か
す
経
験
を

重
ね
て
い
く
こ
と
は
、
全
て

「
学
び
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

幼
稚
園
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
よ
り
よ
い
経
験
の

場
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

未来へはばたけ とみやっ子 富谷幼稚園

　富谷市地域学校協働活動の
一環として富谷中学校３年生
を対象に茶道体験学習をしま
した。お茶のお点前の披露や
茶道全般のお話しと、自分で
茶を点ててお友達に差し上げる体験をしてもらいました。
　数日後、生徒さん達からたくさんの感想文をいただきました。『所
作には点てる人の内面や気持ちが表れるものだ』『お茶を一服いただ
いて結構なお点前ですと挨拶をすることで相手との繋がりが得られる
と思った』『お茶を点てて差し上げるには相手を思う気持ちや尊敬が
大切』等々素晴らしい感想文を沢山いただきました。中学生の知識
欲・吸収力は素晴らしいものがあります。頂いた感想文は茶道の本質
を言い表しています。お茶一服を相手に差し上げる体験と茶道につい
てのお話しから茶道の本質を感じ取ってくれた富谷中学校３年生の皆
様は素晴らしいです。
　茶道体験学習の前日が私の誕生日でした。そのことをちょっとだけ
話してしまったら、体験会の最後にハッピーバースデイの歌を全員で
歌ってくださいました。思いがけないプレゼントに感激で涙がこぼれ
そうでした。ありがとうございました。

白木敏夫さん（富ケ丘）
茶名　岳斎

茶道体験学習と
プレゼント

編
集
後
記
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